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（
４
〜
７
ペ
ー
ジ
上
段
ま
で
）

市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
22
人
33
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（ 

他 

は
そ
の
他
の
質
問
）

府中用水の維持管理等は
市民協働での対応が
重要と考えるがどうか

ア
※

ドプト制度の活用に向けた
検 討 を 行 っ て い る

市立小・中学校における
学校行事も含めた
土曜登校日の統一化は

中河原駅西側の鎌倉街道に
新たな横断歩道の設置を
申 し 入 れ る 考 え は

国の方向性を踏まえた上で
方針を提示していく

府中警察署へ要望するとともに
警視庁交通規制担当者にも
申し入れ等を行っていく

民
間
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
は

観

光

大

使

の

創

設

に

よ

り

府
中
の
観
光
へ
の
宣
伝
効
果
が

期
待
さ
れ
る
と
思
う
が
ど
う
か

け
や
き
並
木
通
り
周
辺
の
市
道
で

包
括
管
理
委
託
を
行
う
予
定
で
あ
る

市
制
施
行
60
周
年
に
合
わ
せ

創

設

す

る

こ

と

で

よ

り

効

果

が

期

待

で

き

る

第
３
次
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で

施
策
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
考
え
は

可

能

な

施

策

に

つ

い

て

は

数
値
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に

市
独
自
の
目
標
設
定
も
検
討
し
た
い

※（  ）内は、会派名を略して掲載しました。市政…府中市議会市政会　市フォ…市民フォーラム　公明…府中市議会公明党　共産…日本共産党府中市議団　ネット…生活者ネットワーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志高…志高会　友愛…友愛会

加
藤 

雅
大 

議
員（
市
政
）　
親
水

路
や
開
渠き

ょ

部
分
を
含
む
用
水
路
に

つ
い
て
は
、
本
市
で
集
中
豪
雨
な

ど
が
起
き
た
場
合
の
対
応
処
理
能

力
な
ど
を
含
め
、
安
全
面
に
お
け

る
支
障
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
水
門
の
閉
鎖
や

ポ
ン
プ
の
停
止
操
作
に
よ
り
流
水

路
を
閉
鎖
す
る
な
ど
の
対
策
を
講

じ
て
い
る
が
、
過
去
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
降
雨
量
に
よ
る
浸
水

被
害
の
発
生
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
際
に
は
、
防
災
関
係
機
関
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

議
員
　
府
中
用
水
の
魅
力
あ
る
景

観
を
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
維

持
管
理
や
緊
急
時
に
お
い
て
公
助

面
の
対
応
だ
け
で
な
く
自
助
、
共

助
を
含
め
た
市
民
協
働
で
の
対
応

が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
　
緑
道
及
び
親
水

路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
市

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
の
中
で
ア

※

ド
プ
ト
制
度
を

活
用
し
進
め
て
い
く
方
針
で

あ
り
、
現
在
、
実
現
に
向
け

た
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

※
ア
ド
プ
ト
制
度
…
道
路
や
公

園
等
の
公
共
施
設
を
市
民
団
体

や
民
間
事
業
者
が
里
親
と
な
り

管
理
す
る
制
度

石
川 

明
男 

議
員（
市
政
）　
市
で

は
平
成
24
年
に
市
観
光
振
興
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や

特
産
品
の
紹
介
な
ど
様
々
な
施
策

を
展
開
し
て
い
る
。

　
同
プ
ラ
ン
で
は
、
観
光
大
使
の

創
設
を
挙
げ
て
お
り
、
市
制
施
行

60
周
年
記
念
事
業
や
開
催
が
期
待

さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
に

あ
わ
せ
た
創
設
に
よ
り
、
府
中
の

観
光
へ
の
宣
伝
効
果
が
期
待
さ
れ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
　
第
６
次
府
中
市
総
合
計
画

に
お
い
て
も
観
光
施
策
の
方
向
性

と
し
て
、
観
光
大
使
を
通
し
た
Ｐ

Ｒ
に
よ
る
観
光
客
の
誘
致
を
新
た

に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
市
制
施
行

60
周
年
に
合
わ
せ
観
光
大
使
を
創

設
す
る
こ
と
が
よ
り
効
果
的
と
考

え
る
た
め
、
今
後
、
関
係
団
体
と

村
木 

茂 
議
員（
市
政
）　
イ
ン
フ

ラ
や
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
全
国
的
に
見
直
し
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
本
市
も
高

野
市
政
の
柱
の
一
つ
と
し
て
策
定

し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
迅
速

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

特
に
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
組
で
は
、
民
間
企
業
の
ア
イ
デ

ア
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
と

思
う
が
、
民
間
事
業
者
や
市
民
と

の
協
働
に
関
す
る
具
体
的
な
取
組

を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長
　
民
間
事
業
者
に

対
し
て
は
、
道
路
管
理
業
務
の
効

率
化
や
民
間
活
力
の
活
用
を
図
る

た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
道
路
の

清
掃
や
維
持
補
修
、
樹
木
の
せ
ん

定
な
ど
を
一
括
し
て
委
託
す
る
包

括
管
理
委
託
を
け
や
き
並
木
通
り

周
辺
の
市
道
で
試
行
的
に
行
う
予

定
で
あ
る
。
そ
の
後
、
委
託
の
課

題
や
効
果
等
を
検
証
し
、
市
内
全

域
で
の
実
施
も
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
の
方
々

に
対
し
て
は
、
道
路
や
公
園
の
清

掃
、
緑
化
活
動
を
協
働
し
て
行
え

る
よ
う
制
度
の
構
築
に
向
け
た
準

備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

手
塚 

歳
久 

議
員（
市
フ
ォ
）　
本
市

に
お
け
る
、
市
立
小
・
中
学
校
の

土
曜
登
校
日
統
一
に
関
す
る
方
針

を
聞
き
た
い
。

教
育
部
長
　
土
曜
日
に
授
業
を
行

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

生
活
環
境
部
長
　
観
光
大
使
の
形

態
は
各
自
治
体
で
様
々
で
あ
る
た

め
、
創
設
に
当
た
っ
て
は
効
果
的

な
人
材
選
定
、
任
命
方
法
、
活
動

内
容
な
ど
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
観

光
大
使
制
度
を
創
設
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

他 

多
種
多
数
の
審
議
会
・
協
議
会
等
に

つ
い
て

う
際
は
、
学
校
に
強
く
制
限
を
か

け
ず
、
か
つ
、
地
域
活
動
に
制
約

を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
原
則
と

し
て
第
１
か
第
３
土
曜
日
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
運
動
会

な
ど
の
学
校
行
事
は
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
。

議
員
　
土
曜
登
校
日
が
学
校
に
よ

り
様
々
な
た
め
、
多
く
の
方
か
ら

不
都
合
が
生
じ
る
と
指
摘
が
あ
る
。

学
校
行
事
等
も
含
め
た
土
曜
登
校

日
の
統
一
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

教
育
部
長
　
国
が
立
ち
上
げ
た
土

曜
授
業
に
関
す
る
検
討
チ
ー
ム
で

は
、
平
成
25
年
秋
を
目
途
に
一
定

の
成
果
を
出
す
こ
と
を
目
指
す
と

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
は

国
の
動
向
を
注
視
し
、
国
か
ら
の

方
向
性
が
示
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
を

踏
ま
え
た
上
で
の
方
針
を
提
示
し

て
い
く
。

他 

市
民
墓
地
整
備
事
業
に
つ
い
て
●

西

府
駅
北
口
オ
ー
ケ
ー
ス
ト
ア
出
店
に
つ

い
て

市
川 

一
德 

議
員（
市
政
）　
府
中

四
谷
橋
等
の
完
成
、
下
流
の
是
政

橋
の
複
線
化
、
稲
城
大
橋
の
無
料

化
な
ど
に
よ
り
、
鎌
倉
街
道
の
交

通
量
は
ど
の
程
度
減
少
し
た
か
聞

き
た
い
。

生
活
環
境
部
長
　
府
中
四
谷
橋
が

開
通
す
る
前
年
の
平
成
９
年
と
比

較
す
る
と
24
年
で
は
鎌
倉
街
道
の

車
両
流
入
量
は
約
37
％
減
少
し
て

い
る
。

議
員
　
中
河
原
駅
の
西
側
を
通
る

鎌
倉
街
道
上
に
あ
る
中
河
原
北
歩

道
橋
は
、
以
前
か
ら
多
く
の
利
用

者
が
日
々
長
い

階
段
の
上
り
下

り
に
難
儀
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

一
刻
も
早
い
改

善
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
鎌
倉
街
道
の

交
通
量
の
変
化

も
踏
ま
え
関
係

機
関
に
対
し
、

新
た
な
横
断
歩

道
の
設
置
を
申

し
入
れ
を
行
っ

村
崎 

啓
二 

議
員（
市
フ
ォ
）　
現
在
、

策
定
中
の
第
３
次
市
住
宅
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
中
で
、
施
策
の
数
値

目
標
を
設
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

生
活
環
境
部
長
　
可
能
な
施
策
に

つ
い
て
は
数
値
目
標
を
設
定
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、

国
や
都
に
よ
る
目

標
設
定
の
方
が
効

果
的
な
場
合
も
あ

る
た
め
、
国
等
の

計
画
も
考
慮
し
つ

つ
、
市
独
自
の
目

標
設
定
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員
　
低
額
所
得

者
な
ど
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の

公
的
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
定
め
た

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
法
を

同
プ
ラ
ン
の
施
策
に
ど
の
よ
う
に

反
映
す
る
か
。

　
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を

含
む
市
営
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長
　
施
策
へ
の
反
映

に
つ
い
て
は
、
次
期
市
福
祉
計
画

と
の
関
連
も
考
慮
し
つ
つ
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

は
更
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
認
識

し
て
お
り
、
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

他 

市
民
住
宅
へ
の
配
慮
入
居
者
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
（
市
民
住
宅
の
入
居
率

向
上
に
向
け
て
）

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

生
活
環
境
部
長
　
交
通
量
が
減
少

し
て
い
る
現
状
や
信
号
機
に
よ
る

制
御
技
術
の
向
上
、
利
用
者
の
希

望
等
を
踏
ま
え
、
市
民
が
安
全
に

横
断
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
た

だ
け
る
よ
う
引
き
続
き
府
中
警
察

署
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
警
視

庁
の
交
通
規
制
担
当
者
に
も
申
し

入
れ
等
を
行
っ
て
い
く
。
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　▲市内の用水路

　

　▲中河原駅付近の鎌倉街道


